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つつみ

●1993年、九州国際大学講師となり、のちに教授へ昇格（2001年）
●1995年にスウェーデン、カロリンスカ研究所に客員研究員として
　半年間滞在し、福祉の国・スウェーデンの現状を目の当たりにする
●1997年、虐待を受けた子どもや女性を支援する
　「アジア女性センター」を立ち上げる
●2000年、男女共同参画を推進する「福岡ジェンダー研究所」を立ち上げる
●2002年、渡英。イギリス・サリー・ローハンプトン大学客員教授として勤務
●2005年、九州女子大学教授
●2010年、参議院議員選挙福岡選挙区より立候補176,149票を獲得
現在、九州大学大学院人間環境学府非常勤講師

昭和35年生まれ
太宰府小学校、大野南小学校、大野中学校で学び、
筑紫丘高等学校卒業（31回生、バスケット部主将）
九州大学英文科卒業
KDD国際電信電話株式会社に5年勤めたのち、
九州大学大学院にて社会学を学ぶ

堤 かなめプロフィール

ＣＯＰ１０「名古屋議定書」「愛知ターゲット」を採択し閉幕
名古屋市で開催中の生物多様性条約
第10回締約国会議（COP10）は、
2010年10月30日未明、遺伝資源の
利用と配分に関する国際ルールの「名
古屋議定書」と、2010年以降の世界
目標である「愛知ターゲット」を採択し
ました。
　松本龍環境大臣（議長）は、閉幕後、
『多くの人たちの思いが乗り移り、大き
な成果を得た』と挨拶。まさに歴史に
残る会合となりました。

COP10の閉幕を宣言する
松本龍・環境大臣（10月30日・名古屋）

“堤 かなめ”さんを福岡県議会議員選挙（来春）
の公認候補予定者に決定しました。（選挙区は博多区）


